
番号 質問 回答

1

ＰＦＩに関して個人的にはすごく興味を持ってい
るところであるが、例えば公共的にこれから発
展すると思われる私どもの団体（美しい山形、
最上川ﾌｫｰﾗﾑ）等の中で、これを活用するとす
れば、どのようなケースで考えていけばよいの
でしょうか。これから勉強し、実施していくため
に教えて頂きたい。

現時点では、河川関係のＰＦＩ事業が具体化し
たものはございませんが、地方公共団体等に
おいて、河川空間を活用した交流拠点の整備
等にＰＦＩ方式の活用が検討されているようで
す。
民間の資金、ノウハウを活用するとのＰＦＩの特
徴を生かせる形での対象事業の選定、事業ス
キームを検討すること等が必要と考えられま
す。

2

各自治体の都市計画道路等の整備により支障
する鉄道駅をＰＦＩで整備する事はできないもの
か。鉄道駅は高い専門技術により鉄道経営会
社が直接整備する部分が多く、難しいと思われ
るのですが、いかがでしょうか。

現時点で具体的な事例は把握しておりません
が、ＰＦＩ事業は、公共施設等の整備について、
事業内容に応じて、公共、民間事業者、金融機
関等と個別に契約を締結して実施するもので
す。鉄道駅整備のＰＦＩ事業化についても、ＰＦＩ
の対象施設としての適切性、事業の内容に関
するＰＦＩ事業への適性等様々な観点について、
鉄道事業者を含めた関係者との調整を図りつ
つ、検討されると考えられます。

3

＜設立するＳＰＣとファイナンスキームに関して
＞
適正なＥＩＲＲを確保しつつ総事業費を抑える観
点から、「出資金は低く抑えつつ出資者が劣後
融資等を実行し、広義の自己資本を手厚くして
事業の安定性を確保する」という考え方は、金
融機関や実施している行政から指示や評価を
得られるものなのか否か？

望ましい出資金比率や資金調達の方法は、事
業の内容、規模により異なるものです。また、提
案によっても異なるものであるため、一律に望
ましい姿を設定することはできないと考えられ
ます。従いまして、事業内容等に則して、より望
ましい出資金比率や資金調達の方法を検討す
ることが必要です。

4

現在PFIを導入した事例の運営状況 国土交通省関係ＰＦＩ事業で運営を開始したＰＦＩ
事業は、１０月末現在で１４事業ありますが、個
別事業の運営状況の把握については、地方公
共団体等のＰＦＩ事業の実施者によるモニタリン
グ等を通して実施されております。
なお、ＰＦＩセミナーにおいては、ＰＦＩの効果の検
証等をテーマとしており、全国９会場において、
各地の先進自治体の事業について紹介頂いて
おり、ホームページでも紹介する予定ですの
で、ご参考として頂ければと思います。
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5

性能発注における費用の見積もり方、要求水
準書の作成方法

　性能発注における費用の見積もりについて
は、統一的に決められた方法はありませんが、
民間事業者が通常想定する事業スキームを設
定し、その設定に基づいて、市場動向等を踏ま
えた上で行うことになります。
　また、要求水準の設定にあたっては、関連法
令、技術基準等に則り、事業の目的に応じた性
能を要求することになります。現在、技術基準
等については、順次性能規定化が進められて
いるところであり、要求水準書の作成に当たっ
てはその内容について十分理解することが必
要です。また、サービス提供にあたり、要求した
性能が確保されていることを確認する手法につ
いても事前に確認する必要があることにも留意
が必要です。

6

①防衛補助による事業に対してPFIを導入でき
るか
②合併特例債による事業に対してPFIを導入で
きるか

　申し訳ありませんが、防衛補助については、
当省においては承知できておりません。防衛庁
へご確認いただければと思います。
　また、合併特例債についても、当省において
は承知できておりません。総務省へご確認いた
だければと思います。

7

街なか居住再生ファンド等とリンクできるので
しょうか？

対象となる事業の内容にもよりますので、街な
か居住再生ファンドを運営する（社）全国市街
地再開発協会に前広にご相談ください。

8

PFIの実績と課題 内閣府民間資金等活用事業推進室ホームー
ページ（http://www8.cao.go.jp/pfi/）によると、
平成１７年９月末現在、２１１件（実施方針ベー
ス）のＰＦＩ事業が進行中です。また、課題につ
いては、「ＰＦＩ推進委員会中間報告－ＰＦＩのさら
なる展開に向けて－」（平成１６年６月３日 民間
資金等活用事業推進委員会）において触れら
れており、（１） 官民間の適切な責任・リスク分
担の実現、（２） 事業者選定手続きにおける公
平性・透明性と経済性の確保 、（３） VFM 評価
の客観性・信頼性の向上 、（４）いわゆる「イ
コールフッティング」論 、（５）官民間の取引コス
トの縮減 が課題の大項目としてあげられており
ますので、ご参照ください。


